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声       明    

 

医療の現場では、医療崩壊はますます深刻化しています。医師の勤務状況は週平

均７０時間を超えており、若い世代では実に週８０時間もの過剰な勤務を強いられて

おります。一方、国民の医療に対するニーズはさらに高まり、かつ多様化しており、現

在の医師数では医療崩壊はますます深刻化することが予想されます。 

この現状を打開するためには、抜本的な医師養成数の増加が不可欠です。この様

な状況の中、去る6月17日、国が医師養成数を増加する方針に転換すると発表したこ

とを高く評価するものです。 

医療崩壊は今この瞬間にも刻々と進んでおります。全国80の医学部、医科大学は

国民の命を守るべく一致一丸結束して医師養成に取り組む所存です。この観点から

全国医学部長病院長会議は医師養成数の増加の一日も早い実現を強く求めるもの

です。 

 

 

 

 


